
平成２９年度 事業計画書 

月 内  容 

４ 

・市民活動サポート事業 

「防災ﾘｰﾀﾞｰ養成講座」に着手 

・秦野市市民提案型協働事業 

「災害時の水の確保「災害時協力井戸」協力者拡大と看板リニューアル」に着手 

看板作成のための情報収集と準備 

「災害時協力井戸」新規看板作成 

協力井戸登録の協力依頼通知郵送 

５ 
「災害時協力井戸」看板納品 

「災害時協力井戸」井戸・湧水の現況調査開始 

６ 
・6/3 「防災ﾘｰﾀﾞｰ養成講座」開催 

・「災害時協力井戸」井戸・湧水の現況調査 

７ 

・7/8 「防災ﾘｰﾀﾞｰ養成講座」開催 

・７・１１「愛知県大府市からの視察」 

・協力井戸登録件数拡大と看板設置協力依頼のため、所有者又は管理者宅へ訪問 

８ 
・8/5 「防災ﾘｰﾀﾞｰ養成講座」開催 

・協力井戸登録件数拡大と看板設置協力依頼のため、所有者又は管理者宅へ訪問 

９ 

・9/2 「防災ﾘｰﾀﾞｰ養成講座」開催 

・9/17「松田町中丸自治会講演」 

・協力井戸登録件数拡大と看板設置協力依頼のため、所有者又は管理者宅へ訪問 

登録者リスト作成 

10 
・協力井戸登録件数拡大と看板設置協力依頼のため、所有者又は管理者宅へ訪問 

登録者リスト作成 

11 

・11/3 秦野市内に避難された子ども達への支援バザー開催 

・11/11 「防災ﾘｰﾀﾞｰ養成講座」開催 

・11/13 「危機管理産業展視察」 

12 ・12/3 「防災ﾘｰﾀﾞｰ養成講座」開催 

１ 
・協力井戸登録件数拡大と看板設置協力依頼のため、所有者又は管理者宅へ訪問 

登録者リスト作成 

２ ・「災害時協力井戸」登録者リスト作成 

３ ・防災講演会（秦野市／秦野市自治会連合会／秦野市防火・危険物安全協会／なでしこ防災ネット共催） 

※ 他に自治会・各種団体から講演・講習・講座の講師依頼有。 

 

2．なでしこ防災ネットとは 

なでしこ防災ネットは、家庭や地域に密着している女性の視点で地域の防災力を高めることを目的に、

平成17年に設立、防災士の資格や民生委員等の経験を有するメンバー11名で活動しています。 

災害に備えた生活の仕方、災害発生後の生活の在り方を考える講座・研修会や、楽しみながら防災体験



ができるサバイバルDayキャンプの開催、災害時に使用できる井戸・湧水調査など、行政と役割分担を

しながら、地域の実態に応じた多様な活動プログラムを実施しています。 

 

3.テーマ  女性の視点とネットワークを活かした防災対策の 

           普及・啓発活動で災害に強いまちづくり  

 

日中に被災した場合、家庭にいる女性が対応しなければならないことが想定され、日頃の備えには女性のき

め細かな配慮や知恵が不可欠だと感じている。 地域防災における女性の影響力は非常に大きい。 

女性たちにもっと防災を身近に感じてもらえれば、地域の防災・減災にもつながるのではと考え、女性が地

域防災に果たす役割をしっかりと認識するために「女性の視点で防災対策 日ごろの備えと地域の絆」をテ

ーマに講演・講習・実習活動を推進してきた。 

 

毎年テーマを決めて活動 

H17 年度～ 防災の知識や技能の普及啓発活動 

H20 年度 ： 女性の視点からの防災リーフレット作成 

H21 年度 ： 非常食レシピ冊子作成 

H22 年度 ： 災害時の水の確保 秦野盆地湧水群非常時活用ｍａｐ作成 

H23 年度 ： 「災害時協力井戸の家」看板作成と設置 

H24 年度 ： 災害時のトイレ対策 

H25 年度 ： 災害救援ボランティアセンター立上げ訓練 

H26 年度 ： 家庭防災の充実 

H27 年度 ： きっず防災 

H28 年度 ：災害救援ボランティアコーディネーター養成 

H29 年度 ： 防災リーダーの養成 

秦野市市民提案型協働事業 

「災害時の水の確保「災害時協力井戸」協力者拡大と看板リニューアル」に着手 

 

 

4,東日本大震災義援金募金とバザーは秦野市防災課設営テント内を借りて、H23年から市民の日(11月3日)

に６回実施 

共催（秦野市防災課、市民自治振興課、西地区、南地区、本町地区社協） 

東日本大震災支援バザー売上げ 

２０１１年  １０１,７２０円 

２０１２年   ８２,５４９円 

２０１３年   ６０,９８５円 

２０１４年  １０８,１０６円 

２０１５年   ６１,１８５円 

２０１６年   ７０,３１２円   

 


